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1概　　　　　況
急激に進展する圏域内の市街化、科学技術の革新、生活圏の交流拡大の中で-層強まりつつある広域的要請

にこたえ、昭和59年4月1日飽託郡四町の消防事務を受託し広域消防体制を確立した。

現在の消防体制として1局3消防署、 1 3出張所に2 6台のポンプ車と1 3台の救急車並びに梯子車、救助

=作車等の特殊車9台を配備し、有事即応の警防体制を敷くとともに健軍消防署に併設している訓練センター

において、隊員の救助技術を錬磨し、中高層建物等の特殊災害に備えている。さらに自主防災活動の基盤を強

化するため、西日本唯一の熊本市広域防災センターを建設し、防火管理者及び自主防災組織の1) -ダー等に対

する防災教育の質の向上を図っており、利用者も開館以来4万9千人をかぞえ、市民の防火意識も高まり、災

害に強い住民づくりを推進している。

一方、火災の未然防止をはかるため、各事業所に対する防火査察を実施して、消防用設備等の設置、維持、

管理及び火気取り扱いや初期消火要額等の指導に当たるとともに、防火管理者制度の効果的連用を図り、さら

に危険物許認可にあっては規制指導など安全管理に努めている。

また、全車両に装備した拡声装置を使用しての日常的防火広報の推進、春・秋における火災予防運動の展開、

防災指導者や広報機関の利用または広報紙による防火広報等、予防意識の高揚を図っているO特に年々増加の

一途にある救急業務に対処するため、救急隊1 0隊を適正配置し、救急患者を安全かつ迅速に医療機関へ搬送

する体制をとるなど、消防業務も極めて広範な分野にわたっている。

消防団については小学校児童就学区域を1分団として編成された6 0分団2,0 2 2人の団員が常備消防と協

力して、水火災その他の災害防除に当たるとともに、火災予防面においても、それぞれの家業の傍ら献身的

努力を傾け、地域防災に重要な役割を果たしている.

2　消防職員・消防車両配置状況
(昭61.4.1現在)

区 分

局 こ箸 別

消

防

潤

防

消

防

司

潤

防

司

AT J

潤

防

司

消

防

潤

防

刺

潤

防

士

そ

の

他

&

計

車 両 そ

の 計

可

搬

動

刀

求

ン

プ

可

搬

排

超

短

波

無

fi

」

翠

蓋

*

抱
董

li e

也
LJ

は

し

屈
折

は
し

ご
革

ft

助

工

作

車

局

莱

化 司

′△ー

揺 ft

負

事

広

報

防

災

指

導

革

a

*

FF.

監 監

ノZL
「コ

義

A
「コ

捕

士

長

.士

良

の

職

負

ン

>7

事

過

草

ど

草

抱

車

学

事

.口

車

m

事

査

察

車

寡

事
他

煙

樵

総 計 1 3 7 16 41 115 103 237 6 529 ll 15 3 2 2 1 1 3 3 13 15 1 1 22 93 8 2 毒草 2

柄

防

局

総 務 課 1 2 1 3 3 ll 22 1 44 1 Z 3 3

予 防 課 1 2 4 12 4 1 24 4 1 1 6 3

警 防 謀 2 2 5 2 2 13 3 3 1 2

通 信指令 課 1 1 2 7 5 1.6 1 1 -Lョ:

計 1 3 2 8 ll 35 2 31 4 97 6 1 1 5 13 1 ⊥⊥亀
.9

中
央

消
防

署

本 署 1 3 6 13 21 41 1 86 2 1 1 1 1 1 1 2 3 1 14 1 13

清水 出張所 1 2 6 9 18 1 1 1 3 3

京町 〟 1 2 3 7 13 1 1 2 1 1

桶 〝 1 2 5 5 13 1 1 1 3 1 2

弛部 〟 1 4 3 7 15 1 1 1 3 1 2

計 1 3 10 23 38 69 1 145 3 4 1 1 1 1 1 「 4 3 5 25 3 1 21

慶

徳

消

防

署

本 署 2 3 h 17 18 35 1 82 2 1 1 1 1 1 1 2 3 1 14 1 13 1

島崎 出張所 1 2 3 7 13 1 1 1 3 2

南熊本 〟 2 4 6 12 1 1 2 2

川尻 〝 1 4 4 10 19 1 1 1 1 4 3

田崎 〝 1 4 4 ll 20 1 1 1 1 4 3

小 島 〟 1 2 4 6 13 1 1 2 2

塵E日.天明 〝 1 4 3 7 15 1 1 1 3 1 2

河 内 〟 1 2 2 4 .9 1 1 1 3 1 2

計 2 3 12 37 42 86 1 183 5 7 1 1 1 1 1 1 6 3 8 35 3 29 1

健
軍

潤
防
署

本 署 2 2 6 14 13 33 70 2 2 1 1 1 2 3 2 14 1 12

出水出張所 1 2 3 7 13 2 1 3 3 1

証嚇 N 1 4 5 ll 21 1 1 l 3 3

計 2 2 8 a) 21 51 104 3 4 1 1 1 3 3 4 20 1 18 1

訓 練 セ ン タ ー

(注)定員　536人　実員529人　超短波無線装置欄中車は基地局、その他は移動局(車載)を示す
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3　消防水利状況
(昭61.4.1現在)

区 域

種 別

中 央 消 防 署 慶 徳 消 防 署 健軍 消防 署

計本 清 京

棉

北 本 島 南

ts

川 日∃ 小 飽天 河 本 也 読

普 汰 町 部 普 崎
棉

本
尻 崎 良

田

. 明
内 署 汰 蘇

公 設 消 火 栓 8 4 7 3 9 2 2 9 1 5 6 4 2 7 6 4 2 8 4 4 5 4 2 2 6 2 5 5 7 0 4 4 4 2 7 7 1 2 5 1 ,3 4 9 6 3 7 ,0 8 1 8 , 7 7 4

防 火 水 そ う

1 0 m 3以 上

公 設 4 3 6 l l 9 2 1 3 1 9 1 3 6 4 3 2 3 1 7 1 4 2 2 2 5 0

& :S 2 b 3 1 4 3 7 7 1 4 2 1 7 2 6 4 2 l l 5 1 4 1 9 1

幣 髭 主

4 0 m 3未 満

公 設 2 2 2 1 3 2 6 2 7 6 4 1 2 1 4 1 9 1 0 9

私 設 o 4 8 7 1 4 2 8 7 6 1 0 5 9

7 2 1 3 5 1 0 4 7 3 7 6 6 9 9 2 2 9 7 1 0 1 3 8

泉 水池 堀 4 0 nf以 上 3 3 1 3 1 2 5 2 o 3 1 2 6

4　火　災　統　計

(1 )火災発生状況
(昭和60年)

区 分

月

也

火

件

火 災 種 別 り 災 状 況 焼 損 面 積
損 害 額

( 千 円 )
逮 林 車 舵 そ 棟 世 人 死 負 逮 林

n 物 野 両 舟白 の
他

敬 帯 負 者 傷

者

物

U 2)

野

a )

1 2 0 1 8 1 1 2 8 2 0 4 7 1 2 9 1 6 2 0 , 8 9 4

2 1 2 l l 1 I S 1 7 5 4 1 5 4 9 8 3 0 , 5 5 4

3 2 2 1 3 3 6 2 1 1 5 4 7 1 6 5 2 5 1 5 , 1 1 6

4 1 4 1 2 2 1 8 2 1 7 2 5 1 1 1 6 , 4 2 1

5 1 6 1 3 3 1 6 1 0 3 4 1 1 19 2 8 , 6 4 5

6 8 7 1 8 8 3 6 2 0 6 4 , 0 5 3

7 1 8 1 3 1 4 2 1 2 0 7 1 3 5 3 2 3 1 , 6 9 5

8 1 8 1 3 4 1 19 1 3 4 3 4 4 0 2 5 , 8 5 8

9 2 8 2 3 1 2 2 3 4 3 4 9 1 3 5 1 5 2 5 3 2 , 5 1 1

1 0 9 8 1 1 0 8 1 9 1 2 6 1 8 , 9 5 8

l l 9 8 1 9 6 2 9 1 10 3 4 , 0 6 9

1 2 1 6 1 3 1 2 2 9 2 5 7 2 1 3 8 4 8 1 9 , 2 3 6

計 潤 ) 控 g ) (圭) e P ) 緒 ) 甘 ft h 冊 十 5 ぞ49 ) '・(<$ ァ) 2 5 t B 苧湖 8)

5 9 年 皆 一昨 言 十 9 1. 枯
IS I

% 闇 0 )
7

杵 7,(摘 ) 2 ? 55 ) ジ廿 項 十

5 8 1 5 8 1 3 2 1 1 3 1 2 2 0 7 17 7 50 3 8 1 6 4 , 29 2 2 1 4 , 3 4 6

5 7 1 3 8 1 1 9 2 1 0 7 1 7 3 1 5 3 45 2 6 2 5 4 , 1 4 8 1 3 14 2 , 4 6 2

5 6 1 1 8 9 8 6 1 4 1 7 7 1 4 5 4 5 4 7 2 1 4 , 3 0 9 2 2 8 , 0 0 1

(注) (　)内は受託町を再掲
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(2)原因別被害状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　千円.)

年

原 因

56 57 58 59 60

件

数

損

隻
ロ

鶴

件

m .

損

害

m .

件

R

損

'M
.コ

顔

件

n

損

空
口

顔

件

サ

損

隻
日

&

電

気

に

よ

る

莱

%

体

暖 房 器 具 3 3,44 4 3 9, 120 4 ll, 58 7 3 2 4,37 5 4 3, 39 4

電 気 溶 接 機 1 4 0,3 82 1 5,8 36 2 14 4 1 9 1 1

屋 内、外 配線 3 1 9,8 78 1 5 2 1, 71 6 3 9,65 8 4 4, 82 1

冷 暖 房 機 1 4 8

ネ オン、電灯 1 14 4 1 5 0

電 気 器 具 4 10, 27 3 7 2 0,0 7 1 4 3 ,7 39 2 2 ,34 4 6 6, 6 37

モ ーl ク - 1 4 72 1 2 0

コ ンデンサー 1 l l 1 7

コ ン′セ :/ ト 1 3.9 64 3 7,22 2

そ の 他

ガ

.:ち蕗

*

を

燃

料

と
す

る
道

具

ガスこんろ、レンジ 2 2 4 6, 35 6 9 2,3 5 1 7 13 ,92 4 1 2 2,3 40

天 ぷ ら 油 12 5,8 63 2 1 10, 33 1 2 7 2 0, 874 2 6 7,53 5 3 6 4 8,0 77

風 呂 か ま ど 4 4 ,9 52 6 5 4 10 2,5 4 0 l l 2,59 9 3 33

石油ス トー ブ 1 0 3 6,30 3 6 5,4 66 4 2 ,768 l l 4 9,09 7 1 0 16, 97 7

ボ イ ラ ー 1 52 1 50 3 7,0 4 6

溶 接、溶 断機 2 3 8 3 2 5 2 3 6

燈 明、 ローソク 3 4 ,14 5 2 2,4 26 3 14 1 1 0 2 1, 7 02

そ の 他

火

堰

た ば こ 15 31, 58 6 19 12, 562 14 6 1,3 22 2 9 3 3,08 2 19 14 ,8 53

マ ッ チ 1 1, 94 1 2 3,708 4 5 ,3 98

ラ イ タ ー 2 24 o 5,0 54 2 1 7 7 1,0 53

焼 却 火 4 1,94 9 5 4, 95 8 1 0 32,6 59 18 1,74 1 6 45

火 の 粉 3 9 2 20 0 2 7

火 二死 3 6 9 1 1 5 1 30 0

蚊敢線香.線番 3 2, 42 4

そ の 他 o 1, 38 8

煙 突 、 煙 道 1 7 1 1,8 26 1 4 ,65 1 o 3,8 30 1 1, 6 02

車 両 ( 配線等を含む) 4 250 3 72 3 7 2 1 1,9 14 4 1, 50 8

自再

然

./ ?・

自 然 発 火 1 2

敢 灰 2 1, 254 1 1, 747 2 2,65 7 1 1, 535

再 燃 1 8 9 5 1 1

そ

の

他

火 遊 び ll 1 ,25 1 16 8,0 9 3 2 0 14 , 15 2 15 5, 76 5 1 4 l l,4 63

放 火 18 27 ,38 8 12 13, 37 0 2 3 24 ,8 42 1 7 9 4,86 6 17 5, 852

不 明 17 38 ,16 5 2 1 37, 14 5 8 2 0,5 26 1 5 8,72 2 2 3 5 8, 787

そ の 他 3 85 7 1 9 3 1 507 3 8 1 3 73 1

合 計 118 228 ,00 1 1 38 142 ,46 2 15 8 14 ,34 6 潤 )閣 :班 ) 潤 ) そ欝 湖 9 )

(注) (　)内は受託町を再掲
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5　予　　　　防

(1)危険物製造所等　　　　　　　　　　(昭61.4.1現在)

製 造 所 3

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所 174(7)

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 69(7)

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 48 (1)

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 393(31)

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 4(1)

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 67(9)

屋 外 貯 蔵 所 28

/1、 計 783(56)

敬

級

.所

給 油 敢 政 所 429(66)

販 売 職 政 所 9

一 般 敢 扱 所 404(41)

み な し 移 送 取 扱 所 5

/J、 計 847(107)

総 計 1,633(163)

(注) (　)内は受託町を再掲

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

漂

f r * 増 築 改 築 移 転 疹 繕 模 様替え 用途変更 討画変 更 仮 優 用 合 計
耐 火 簡

耐 構 造

5 6 4 ,4 8 9 1 ,3 8 1 1 5 9 1 2 1 6 15 0 7 7 6 ,0 4 0 1 ,3 1 7

.5 7 4 ,5 5 8 1 ,1 7 2 6 1 4 1 1 8 3 6 1 0 8 5 ,9 1 3 1 ,0 7 3

5 8 4 ,0 7 7 1 ,1 6 4 5 1 3 2 4 2 2 3 8 9 8 5 ,4 2 3 1 ,4 0 9

5 9 2 ,3 6 8 4 5 3 5 4 3 2 0 3 3 9 1
2 ,9 7 7
( 1 7 3 ) 1 ,6 0 9

6 0 2 ,2 1 4 4 6 0 7 6 2 1 2 4 3 8 9
2 ,8 3 3
( 2 2 0 ) 1 ,1 9 3

(注) (　)内は受託町を再掲
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(3)防火対象物現況
(昭61.4.1現在)

署 別

中央 消 防 署 慶 徳 消 防署 健 軍 消防 署 計

令
法 8 条 法 1 7 条 法 8 条 法 1 7 条 法 8 条 法 1 7 条 法 8 条 法 17 条

項 別
指 定 指 定 指 定 指 定 指 定 指 定 指 定 指 定

計( A 号 ) ( B 号 ) ( A 号 ) ( B 号 ) ( A 号 ) ( B 号 ) ( A 号 ) ( B 号 )

. 1

イ 劇 場 、 映 画館 、溝 芸 場 1 6 4 l l l l

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 1 4 2 1 7 2 0 5 5 7 6 2

2

イ キャ パ t/ - 、 カフ ェー

ナ イ ト ク ラ ブ
1 2 1 1 2 2 3 2 2 5

ロ 遊 技 場 、 ダ ン スホ - 〟 1 9 3 3 1 2 2 8 2 7 8 7 8 5

3

イ 待 合 、 料 理 店. 1 2 3 3 3 1 2 7 4 3 1

ロ 飲 食 店 3 6 1 7 9 4 1 6 7 6 2 4 2 0 6 5 7 2 6 3

4
百 貨 店 、 7- ー ケ ツ ト

展 /l i 場
10 1 2 2 1 8 0 4 3 1 1 4 1 9 39 5 8 4 4 7 9

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 6 1 4 1 6 9 9 4 4 1 3 1 1 7 1 1 6 6 3 3 7

ロ 寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 1 1 5 1 , 2 8 4 9 6 1 , 0 0 8 1 4 8 1 , 5 6 2 3 5 9 3 , 8 5 4 4 , 2 1 3

6

イ 病 院 、 診 療 所 等 1 0 4 6 0 1 0 2 1 0 1 7 7 7 6 2 8 3 2 3 7 5 2 0

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 等 5 0 7 0 3 5 9 1 1 7 9 4 1 8 3

.′、 幼 稚 園 、 養 護 .学 校 2 4 1 2 3 1 9 6 6 1 6 7

7 小、中、高、大学、各梗学校 7 4 2 7 0 5 6 1 2 0 0 3 2 0 3

8 図 書 館 、博 物 館 2 3 1 6 6

9

イ 蒸 気 、 熱 気 浴 場 3 9 l l 1 1 4 0 1 2 5 2

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 2 2 3 1 1 7 1 3 3 5 3 5 6

1 0 停 車 場 1 3 2 1 3 4 7

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 1 4 1 6 3 2 1 6 1 2 8 5 8 4 0 9 8

1 2
イ 工 場 、 作 業 場 2 2 1 3 2 7 2 3 6 0 2 5 2 1 1 1 19 7 0 3 8 2 2

ロ 映 画、 テ L/ ビ蝣* Si y オ

1 3

イ 車 庫 、 駐 車 場 4 1 0 6 3 5 1 1 9 l l 6 4 7 5

ロ 格 納 庫

1 4 倉 庫 2 1 1 6 1 6 3 1 0 9 2 6 5 2 7 6 9 1 7 1 8

1 5
前 各 号 に 該 当 し な い

事 業 所 1 2 4 1 3 7 1 4 9 1 7 0 9 4 2 0 2 3 6 7 5 0 9 8 7 6

1 6

イ 複 合 用 途 2 7 6 1 3 3 4 2 5 1 5 2 2 5 0 1 6 9 9 5 1 4 5 4 1 , 4 0 5

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 4 1 1 4 6 4 1 1 3 0 4 1 1 7 5 1 2 3 4 5 1 5 7 4

( 16 0 2 ) 地 下 街

1 7 重 要 文 化 財 2 2 1 2 2 1 5 5 1 0

1 8 ア ー ケ ー ド 4 8 2 1 4 1 4

合 計 1 , 0 9 0 2 , 1 5 0 1 , 5 9 4 2 , 4 9 0 , 0 8 2 2 , 7 8 6 3 , 7 6 6 7 , 4 2 6 l l , 1 9 2
( 6 0 ) ( 1 2 0 ) ( 5 0 ) ( 7 7 ) ( 1 10 ) ( 19 7 ) ( 3 0 7

(鍾)法　8条指定　防火管理者を必要とする対象物(A号)
法1 7条指定　消防用設備等を必要とする法8条指定以外の対象物( B号)
(　)内は受託町を再掲
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(4)中高層建築物の現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭61.4.1現在)

階 数

防 火 対象 物 別

4 5 6 7 8 9 1 0 l l 1 2 1 3 1 4 1 5 25 計

内有

地言

階 も

をの

1 5 m

未 満

1 5 m

以 上

31 m

未 満

3 1m

* a

え る

もの

1

イ 劇場、映画館、演芸場 3 2 5 1 1 4

1ロ 公 会 堂 、 集 会 場 1 1 1

2

イ
キャバ レー、カフェー

ナ イ ト ク ラ ブ
6 3 1 1 ll 8 6 5

ロ 遊技場、ダ ンスホール 2 1 3 2 1

3

イ 待 合 、 料 理 店 2 2 4 1 2 2 .

ロ 飲 食 店 2 4 18 5 1 48 2 0 '蝣)'蝣> 2 6

4
百 貨 店 、 三 一ケ ツ ト

展 不 場
38 13 b 2 1 60 20 3 2 2 8

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 25 l l 1 2 l l 4 3 3 3 1 1 74 2 3 2 1 4 9 4

ロ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 50 6 4 0 5 2 9 1 8 l l 6 7 4 4 9 9 0 1 0 87 3 11 2 5

6

イ 病 院 、 診 療 所 97 3 7 2 7 1 0 6 2 1 1 8 0 2 5 8 8 9 0 2

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 1 1 1

ノ、 幼 稚 園

7
小、 中、 高 、 大学 、

各 種 学 校
7 6 1 8 6 1 1 10 2 9 28 73 1

8 図 書 館 、 博 物 館 2 2 2

9

イ 蒸 気 、 熱 気 浴 場. 2 4 4 3 31 2 21 10

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 停 車 場 1 1 . 1

ll 神 社 、 寺 院 、 教 会 3 3 1

12

イ 工 場 、 作 業 場 9 2 3 14 4 3 I I

ロ 映画、 テレビス タジオ

13

イ 車 庫 、 駐 車 場 1 1 2 1 1 6 1 2 4

ロ 格 納 庫

1 4 倉 庫 8 1 9 5 4

1 5
前 各号 に該 当 し ない

事 業 所
12 7 4 2 2 5 1 8 13 1 3 4 1 1 1 24 5 5 9 9 1 1 39 1 5

1 6

イ 複 合 用 途 27 1 11 9 7 1 4 2 24 1 4 1 2 7 3 1 5 64 14 7 26 0 2 92 1 2

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 9 1 4 4 1 8 1 4 3 3 4 1 77 1 2 10 2 73 2

(16の2) 埠 下 衝

1 7 重 要 文 化 財 1 1 1 3 3 3

合 計 1,3 19
(3

72 4
(3 ( 2)

118
(2 )

5 9 4 4 2 9 1 1 8 6 2 4 1 1 ,5 34 34 5
(10 ) (3

1 ,5 62
(3 )

9 3 1
(7 )

4 1

(注)　　(　　)内は受託町を再掲
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(5)予防広報及び行事回数
(昭和60年度)

車両によ る

防 火 広 報

地震対策訓練

( 芸災霊尊書 )

防 火 班 指 導

( 完 完 工 ∴ ) JB F C 指導

(左 同)

B F C 指導

(左 同)

事業所訓練

(左 同)

防 災 屠

防 災 映 画

ビ デ オ 等

1 7,3 2 4 15 3 8 1 9 7 4 1 3 2 9 2β6 5 6 3 7 6

6　救　急　活　動

(昭和60年)

区 分

月

出 動

回 数

事 故 種 別 救急

件数

救 護 人 員 不搬

送数

>k 自

然
くく

* 交 労

働
{{

運
動

-rt-rt-

般

加 自

輿

急 そ

の 男 女 計

災 災

≡巨
口

難 過 災

.害

月見
技 負

傷
・m .
C3

a
渇 柄 他

1 7 94 1 15 8 1 2 6 79 l l 1 0 4 19 98 7 05 41 8 3 13 7 31 8 9

2 6 3 9 2 16 2 3 2 6 1 6 5 30 7 91 5 75 35 1 2 41 59 2 6 4

3 8 55 4 1 1 9 2 6 l l 8 8 8 8 42 6 1 11 7 60 46 4 3 27 79 1 9 5

4 8 18 2 2 2 0 1 0 10 9 6 1 5 9 35 1 10 5 7 41 47 5 30 8 7 83 7 7

5 '9 2 1 2 2 7 1 3 8 9 1 4 1 7 3 32 9 9 7 18 42 0 3 20 74 0 7 4

6 8 4 0 1 2 1 6 7 14 73 9 1 3 39 6 1 11 7 75 4 58 3 35 79 3 6 5

7 83 7 1 2 2 1 2 1 2 l l 86 8 1 3 3 85 10 7 7 60 45 3 32 6 77 9 7 7

8 815 1 2 0 7 l l 14 7 5 9 1 4 38 7 9 7 74 8 42 4 3 48 7 ." 6 7

9 8 4 1 2 1 19 9 l l 1 6 9 1 8 1 5 3 93 10 5 7 53 40 9 3 74 78 3 8 8

1 0 80 6 1 2 0 4 7 10 7 6 7 1 9 36 7 1 15 7 16 43 9 308 74 7 9 0

l l 8 63 1 2 3 4 9 1 5 99 9 s 38 3 1 05 7 97 50 2 3 46 84 8 6 6

1 2 1,0 1 2 3 2 2 1 1 2 5 7 8 6 l l 5 5 2 12 4 90 9 50 7 4 23 93 0 10 3

計
9 , 91 2 15 1 8 2 ,4 5 2 1 13 12 2 9 9 3 1 00 14 2 ,6 98 ,2 68 8 ,9 57 5 ,33 3 3 ,9 5 6 9 ,2 89 95 5

( 65 1 (1) (17 2 ) (1 4) ( 1 2) (75 ) (6 ) (1 0 (29 9 ) (62 ) (6 51 (38 8 ) (2 39 ) ( 62 7 ) (6 2 )

5 9 年
9,4 8 6

( 503 )

65

(4)

8

( 1 )

2 2 39

(12 9)

10 6

( 8)

1 4 1

d o )

9 8 1

(4 7)

10 6

(5 )

14 5

(1 0

,5 09

(25 1 )

,1 86

(38

8,6 18

(4 65 )

5,3 30

¢ 10 )

3 ,67 5

( 19 1)

9 ,0 05

(50 7 )

86 8

(3 8 )

5 8
9.4 3 4 5 7 7 2 ,2 7 2 12 2 1 5 0 9 5 5 12 5 13 3 .3 17 ,2 96 8,48 1 5,20 2 3 ,6 2 7 8 ,8 29 9 53

( 47 5) C O (3) (14 9 ) (蝣1 7) (6 ) (4 5) (5 ) (7 (18 7 ) (55 ) (4 31 ¢8 9 ) (1 68 ) (45 7 ) (14 4 )

5 7
8 .8 0 1 71 9 2 ,0 3 6 10 6 1 3 5 9 24 96 11 7 ,15 7 ,1 50 7,8 99 4 ,8 75 3 ,3 3 1 8 ,20 6 90 2

(4 0 1) (1) (9 9 ) ( 6 ) ( 6) (60 ) (1 ) (2 ) (17 7 (49 ) (3 62 (2 34 ) (149 ) (38 3 ) ( 39 )

5 6
8,4 1 4 67 12 1,82 9 1 14 1 38 8 5 7 9 4 10 7 .0 53 ,14 3 7,5 40 4 ,7 61 3 .0 94 7 ,85 5 8 74

(3 7 4) (1 ) (1 ) ( 10 6 ) (9) (5 ) (39 ) (2 ) (3 ) (16 4 ) (4 4 ) (3 33 ) (22 0 ) (1 4 3) (36 3 ) (4 1 )

(注) (　　)内は受託町を再掲
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7　消　　　防　　団

(1)組　　織 1団　60分団(定員)2,070人

市　長-消防団(団本部)-分　団-

(2) a員及び消防ポンプ数

---E
火先班
ポンプ班

響fョm∃

(団長-副団長)(分団長一副分団長) (部長) (班長)

熊本県消防協会

熊本市支部

(昭61.4.1現在)

階 級 別 団 長 副 団 長 分団長 副 分団長 部 長 班 長
そ の他

の 団 員
計

消防ポンプ

自 動 車

小型動 力ポンプ

付 積 載 車

小型動力

ポ ン プ

現 在 数 1 5 60 6 0 93 2 76 1, 52 7 2 ,02 2 4 5 9 3 1

(3)報酬及び費用弁侠

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副 分 団 長 部 長 班 長 そ の 他

の a a

報酬 年額 ( 円 ) 43 ,0 00 35 ,0 00 2 8 ,00 0 23 ,00 0 19 ,0 00 18 ,00 0 1 7,0 0 0

区 分 費 用 弁 償 額 (円)

訓 練 出 動 1 回につ き 1, 8 0 0

研鯵、講習又 は訓練のため本県消防学校に入校 したとき 日 額 3, 0 0 0

(注)水火災及び警戒出動に対しては交付金によって弁償( 61年度予算敏17, 269千円)
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